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相模湾，初島沖シロウリガイ群集域における
地質学的新知見

仲　 二郎＊1藤倉克則＊1橋 本　 惇＊l

相模湾初鳥沖にはシロウリガイの群集が1985年の「しんかい2∽O」の潜航調査で

兄見されて以来，これまでに多くの瀏査・研突が実施されてきている。1990年Ｕ月

の「しんかい2000」の潜航調査では，この分布域に黄褐色沈澱物が認められ，炭酸

塲岩の存在も初めて確腿された。また海底の堆積物中の温度は周囲淘水に比べ最高

約10℃高いi刪定結果が樗られた。この堆裁勧申の高温は, 従来言われているように，

このシロウリガ４群集が冷水初出に伴うものではなく，海底下の火山性のような熟

源によるものを略示しているとみられる。

New  Geological  Intornation  of  Calytogena  Colony  off

Hatsushima,  Sagami  Bay.

Jiro NAKA*2  Katunori  FUJIKURA**  Jun  HASHIMOTO*2

In  1985,  a Caiyptogena colony o(f Hatsushima.  Sagami  bay  was  dicovered  by

"SH1NKAI  2000*  diving  and  many  investigations were  conducted  around  the

colony. During  a November  1990  "SHINKAI  2000"  diving cruise, the exist-

ences  of yellowish brown  deposit and carbonate  rock were  seen within the col-

ony  Held and  the maximum  subbottom  sediment  temperature  was  about  12#C

which  was  about  10#C  higher than  the surrounding  sea water. This  tempera*

ture anomaly  suggest this colony was  related to a heat source like volcanogemc

activity

＊
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１．はじめに

相模祷初島東南東方釣5k ●の水深約10(X)－

1100m の海底において( 図１)。昭和59年の ｒし

んかい2{}00亅 による潜航調査で，シロウリガイの

詳生地が発見された( 杉浦，江川，1985)。それ

以 降「しんかい2000」を中心として，この群集域

では集中的な調査が今日まで継続して爽施されて

いる。これまでの飼変結果に基く研充では，この

シロウリガイ群集は相模湾西綯に存在する活断層

に沿う冷水湧出に関辿したものであると考えられ

ている(Hashim ・toeta1 1987など)。平成２年ｎ

月の｢ しんかい2000」による調査の結果，これま

での調査では知られていなかった知見を得たの

で，第S18，519，523潜航の調査結果のうち，主

に地質学的なものについて速報する。

２．潜航爾査の目視観察の概嬰

沿航糾査海娘はこれまでに数多くの「しんかい

Z000J による飼査が寓蒭されており， シロウリガ

イの分布厩要は・ ２のようになっている（「しん

かい2000」段野司令による）。今回の桝航は雛512

航海（海洋科学技術センター，深海環境プログラ

ムグループリーダー堀越弘毅博士ｶC観察者）にお
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いて，まず，海底にこれまでの調査では知られて

いなかった黄褐色沈澱物が海底面上を咬つている

部分が見つかったことなどから，その部分を中心

に糾査を行った。

シロウリガイ群集以外の都分は淡喝色の釧1粒泥

が雌底を杖ってお り，やや西上りに傾斜している

が，平坦である。シロウリガイ群集域はやや眇質

の郎分もあり。泥は禺灰色となうている。北郎の

シロウリガイ群襲域の咐縁には固結した岩石の露

頭があり，その黄糊色沈澱物が比軟的広く分布し

ていた。黄褐色沈澱物は帆かく。海底il上を叩く

咬。ている程度でちうた。その下には糾灰色の泥

が存在した。しかし。この黒灰色の泥は，堆債物

中へ汲度針 を差し込んだ際10cm 程度しか入らな

いため厚さは10cm 程度のものと思われる。この

泥のＴのものは固結した岩石であると思われる。

３．堆積物中の温度測定結果

鄒518，519潜航時にlj 離合社鬟 ＲＭＴ温琉豺を

用い，523潜航畤には東京大学地震研究所|||野誠

博士製作による25cm 川陶２つのサーミスターを

持つiM度計で温度と温皮差を劃定した。湖定結来

は1閃2 11りこ周囲海水との温度差として 示してあ

る。

稗雌下10 ～30t。の堆個物中の温度は 履も高い

廊分は。北部のシロウリガイ群集域の南軸にある

黄脚色此澱物の分布城で｡ 畿高9.75℃に達してい

る。黄川色分布域内が特に高い傾向がある。次に

温度の高い傾|;･】のある部分は北部のシロウリガイ

群集城内であり。次が二点のみの圃定であるが｡

|匈Ｓのシロウリガイ胖檠域となうている。シロウ

リガイ群集域外でも南北のシロウリガイ群集域圓

と東側がやや高い傾向がある。

海雌下25c●川の温度差は，黄褐色沈澱物の分

布域では。海底下10cm 程皮の所に固結岩刷と思

われるものかあったため。測定できなかったが，

北郎のシロウ･jガイ辟集域で鯱も大きく，次か1匆

郤のシロウIJガイ群集域，次がその間と.lj ぼ海

庭ド10－30cm の海水との温度差とほぽIIりじ傾|匈

がある。堆積物の熱伝導'かも0.8ｗ・i' と仮定し

た場介，熱流域は北部のシロウIJガイ辟l!娘内の

2000W を最高に。海水との堆積勧中の温度差と

同じ傾gl』を示している。
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図 ２　 シ ロ ウ･j ガ イ俳 集 等 の 分 布 と堆 積 物 中 温 度 の 測 定 結 果( 分 布li r Ｌ ん か い

2(XX) 」 段 野 司 令 原 図 に よ る) 。 ｌ； シ ロ ウIJ ガ イ 群 集 。 ２；黄 褐 色 沈 澱 物 ，

３；露 頸 。 ４：梅 底 下 で25c 。 問 隰 で 温 度 測 定 を し た 点 ， ５； １ 嵐 の み の 温 度

測 定 的

FiS 2 Distributions. 01 Cal 冫μ'ogeiia ｃｏｌｏｎy and ｏｌｂｅrs.( 即gdilied lrｌ・ Ｍr Ｄａ●Ｉｃ

original map), 關d Subbottom t ｅｍｐｅralｕres. 1;CI 与μｇｌｆ･１１ ｃ０１ｎｉｅs. 2;Ｙｅｌ･

lowish br ｏｗn de 卯 ｓitｓ，3;ＯｌtcropS.4; 25cm interval ｓｕbbltlom t ｅｍｐｅrａ･

tｕre meas ●｢ｅｉ ｐｏｉｎｌs.50 叨S ●bbcllom temperature 飆eaｓｕred points.

４．採取試料

黄褐色沈澱物の採取を試みたが。かなり軟弱で

あったため，グラブ採泥等を行うた場合，下位の

黒灰色泥と混うてしま･つたため。黄褐色物のみの

試料は探取できなかった。黒灰色泥の上部は泥貿

かかなり黒昧 を幣びている。下部（数ｃｎ,－10cm

程度）は暗緑色で砂質になっている。採取した２

試料（貉518，＃523G ）ともかなり強い硫化水素

様の臭いがした。これらの化学分析値を喪卜 こ示

すが，硫黄には特に富んでいない。

第519潜航で，固結岩のＳ馴から岩石を採取し

た （1519 ）。この 岩石の全岩の化学組成では

Ｃ０２が19.8ｗl％含まれており，炭酸塩 がかなり

含まれていることを示している。Ｘ綻回折の結果

（図３）では，結晶皮の悪い方解石と，斜長石が

主な鉱物としてあるため，このＳ石は方解石を多
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量に含む岩石であると言える。

５． まとめ

初島illlのシロウリガイ群災域ではこれまでにか

なり密に ｒしんかい2000J に よる調査が央施 され

て きたが，平成 ２年日 月の調査では次の３つ の新

たなこ とが存在した。

１）黄褐色沈澱物が存在した。

２）海戚下はこ れまでの結果よりかなり高温で，

また高い 熱流最 を示す。

３）炭酸塩鉱物 （方解石） を多量に含 む岩石が存

在した。

初鵬沖のシロ ウリガイ群集はこれまで 冷水湧出

に伴う ものと考えられてきた。 しかし， 今回２）

のように海底に 高温部が存在 したことは。 上田他

0989 ）が当海域で の商熱流最から。海底下の火

ｊ



表 １　 堆 積 物 及 ぴ 岩 石 の 毛 岩 化 隼 驢 成 分 研 綿 果 （化 学

分 析 コ ン サ ル タ ン ト に よ る ）. ＃S19 は 炭 酸 塩 岩 ，

そ れ 以 外 は 堆 積 物
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４

山性の熱源の存在の可能性を文持するものであ

る。 また上述の１），３）もこの火山性の熟源に

伴う産初なのかも知れない。これは平成元年に噴

火した手石梅丘を北銀となる東伊豆球威火山畔の

北限をさらに北まで延ばすものかもしれない。
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図3　1519 のＸ黛回折紬果（九州大学理学部， 上鰥鮫一郎氏による）．Ｃは方解石

のピーク。

Pig 3 χ- ｒay diffraction rｅsｕlt，f＃519（ａｎａｌyｓt; Mr. S. Uehara. Kyushu Ｕｎｉｖ.）
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写 真 Ｉ　 シ ロ ウ リ ガ イ 群 桑 域 の 黄 褐 色 沈 鳳 物

Pholo.lTello ｗish brown ｄｅｐｏｓit aroand a6 ‘声卿ａｌａ

ｃｏＬｏｎy･

写真２　炭酸塩岩狄様写真

Photo. 2 PhotoSIlapll of carbonale rock sample.
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